
しょうばら
№65

令和6（2024）年秋季号

〒727－0011　庄原市東本町一丁目2-22
　　　　　 （庄原商工会議所会館内）

TEL/FAX（0824）72-1889
http://www10.ocn.ne.jp/~shk/

公益社団法人

庄原法人会

「お散歩道で」 

　この写真はある晴れた日
の放課後、学校周りを散策
していたときに出会った猫を
撮った写真です。この猫が
とても可愛く、絶対この子
の写真を撮りたい！と思い、
とっさにカメラを構えました。
警戒心が強く、写真を撮ろ
うとしたらすぐ逃げそうな気
配を漂わせていました。私
は逃げられないように、なる
べく気配を消して猫と同じ目
線にしゃがみ、「ちょっと撮
らせてね」と優しく声掛けま
した。通じたかはわからない
けれど、猫はじっとしてくれ
たので、少しの間だけ写真
を撮ることが出来ました。こ
の写真を撮るときに、丁度
壁草の間に猫がいたので、
奥行きが活かせた写真にな
ればいいなと思い、右側を
空けてその左に猫を配置す
るという構図にしました。夕
方ということもあって日の光
の雰囲気が良く、緑色がき
れいに出た写真になったと
思います。あまり近づけず、
望遠で撮ったので写真ブレ
に注意を払って撮りました。
この猫とはこの日以来よく出
会うようになり、会うたびに
撮影を続けていたら、飼い
主の人に出会うなど不思議
な縁を感じました。

写真提供：広島県立庄原格致高等学校 写真部 ３年　石田　恵梨奈 さん 

庄原税務署 管内



 法人会に入会するとこんなメリットがあります

・ 正しい税知識や経営のノウハウを身につける為、色々な機会（研修会など）を設けています。
・ 最新の税制や経営情報をホームページ、出版物などで提供しています。
・ 税制のあり方や行政改革について、積極的な提言を行っています。
・ 地域社会への多様な貢献活動を会員企業と一体になって展開しています。
・ 企業防衛から経営者個人の備えまで充実した福利厚生制度を活用いただいています。
・ 若手経営者等を対象とした青年部、女性経営者などによる女性部も活発な活動を行っています。

 未加入法人紹介のお願い

　新規会員加入増募集運動を実施しております。会員の皆様のお近くに未加入の事業所がありま
したら、役員または事務局までご紹介下さい。

（公社）庄原法人会　組織委員会事務局
TEL/FAX　0824－72－1889

よき経営者をめざすものの団体

表彰基準により、表彰状及び副賞を贈呈します。

それが です

９月から12月は会員増強月間です
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　６月６日に、第12回通常総会が㈱庄原グラン

ドホテルにおいて開催されました。

　三宅会長の挨拶のあと、議事の令和５年度決算

報告が承認され、理事会承認事項である令和５年

度事業報告、令和６年度事業計画および収支予算

が報告されました。引き続き表彰式では、三宅会

長から公益社団法人庄原法人会会員増強推進功労

者表彰が授与されました。

　また、退任役員感謝状を授与され、閉会しました。

第12回（令和６年度）通常総会開催
令和５年度決算報告などを承認

総会の風景

挨拶する三宅会長

挨拶される庄原市役所島田総務部長

挨拶される今村庄原税務署長

挨拶される浦広島県北部県税事務所長
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令和５年度正味財産増減計算書（総括表）
　　　　　　　　　　　　 令和５年４月１日から令和６年３月31日まで　　　　　　　（単位：円）

令和６年度収支予算書
　　　　　　　　　　　　 令和６年４月１日から令和７年３月31日まで　　　　　　　（単位：円）

科　　　　　　　　目 当　年　度 前　年　度 増　　　減 備　　　考
Ⅰ　一般正味財産増減の部
　１．経常増減の部
　 （1）経常収益
　　　基本財産運用益 100 100 0 
　　　特定資産運用益 11 14 －3 
　　　受取会費 2,065,670 2,070,670 －5,000 
　　　事業収益 100,000 200,000 －100,000 
　　　受取補助金等 5,054,531 5,244,620 －190,089 
　　　受取負担金 108,000 114,000 －6,000 
　　　雑収益 59,985 203,046 －143,061 
　　　経常収益計 7,388,297 7,832,450 －444,153 
　 （2）経常費用  
　　　事業費 7,277,243 8,874,829 －1,597,586 
　　　管理費 881,087 892,264 －11,177 
　　　経常費用計 8,158,330 9,767,093 －1,608,763 
　　　当期経常増減額 －770,033 －1,934,643 1,164,610 
　２．経常外増減の部 0 
　 （1）経常外収益 0 
　　　経常外収益計 0 0 0 
　 （2）経常外費用 0 
　　　経常外費用計 0 0 0 
　　　当期経常外増減額 0 0 0 
　　　税引前当期一般正味財産増減額 －770,033 －1,934,643 1,164,610 
　　　当期一般正味財産増減額 －770,033 －1,934,643 1,164,610 
　　　一般正味財産期首残高 9,053,121 10,987,764 －1,934,643 
　　　一般正味財産期末残高 8,283,088 9,053,121 －770,033 
Ⅱ　指定正味財産増減の部  
　　　受取補助金等 4,497,900 4,592,000 －94,100 
　　　一般正味財産への振替額 －4,497,900 －4,592,000 94,100 
　　　当期指定正味財産増減額 0 0 0 
　　　指定正味財産期首残高 0 0 0 
　　　指定正味財産期末残高 0 0 0 
Ⅲ　正味財産期末残高 8,283,088 9,053,121 －770,033 

科　　　　　　　　　　目 当　年　度 前　年　度 増　　　減
Ⅰ　一般正味財産増減の部
　１．経常増減の部
　 （1）経常収益
　　　基本財産運用益 100 100 0 
　　　特定資産運用益 11 15 －4 
　　　受取会費 2,052,000 2,029,000 23,000 
　　　事業収益 100,000 100,000 0 
　　　受取補助金等 4,919,500 5,180,700 －261,200 
　　　受取負担金 108,000 111,000 －3,000 
　　　雑収益 20 100 －80 
　　　経常収益計 7,179,631 7,420,915 －241,284 
　 （2）経常費用  
　　　事業費 6,076,685 6,286,685 －210,000 
　　　管理費 1,102,946 1,134,230 －31,284 
　　　経常費用計 7,179,631 7,420,915 －241,284 
　　　当期経常増減額 0 0 0 
　２．経常外増減の部 0 
　 （1）経常外収益 0 
　　　経常外収益計 0 0 0 
　 （2）経常外費用 0 
　　　経常外費用計 0 0 0 
　　　当期経常外増減額 0 0 0 
　　　税引前当期一般正味財産増減額 0 0 0 
　　　法人税、住民税及び事業税 0 0 0 
　　　当期一般正味財産増減額 0 0 0 
　　　一般正味財産期首残高 8,353,121 8,353,121 0 
　　　一般正味財産期末残高 8,353,121 8,353,121 0 
Ⅱ　指定正味財産増減の部 0 
　　　受取補助金等 4,433,000 4,497,800 －64,800 
　　　一般正味財産への振替額 －4,433,000 －4,497,800 64,800 
　　　当期指定正味財産増減額 0 0 0 
　　　指定正味財産期首残高 0 0 0 
　　　指定正味財産期末残高 0 0 0 
Ⅲ　正味財産期末残高 8,353,121 8,353,121 0 
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Ⅰ　基本方針
　公益法人に移行したことを契機に、事業の
一層の活性化を図るとともに効率的な組織運
営に努め、法人会活動の更なる充実に努める。
　事業の実施にあたっては、法人会の原点で
ある「税」に関する活動に軸足を置きながら、
組織・財政基盤の強化を図るために会員増強
に力を入れるとともに、地域の活性化にも配
慮しつつ、各諸施策に取り組む。

Ⅱ　主な事業計画
　公益関係
　１．税知識普及事業

　税法、税務を中心とした研修会の開催強化
に努め、広報紙やホームページに「e-Tax」
や税法の改正等の税情報を掲載するととも
に、管内の小学６年生を対象とした「租税教
室」を開催することで、税知識の一層の普及・
啓発を図る。
　また、税を考える週間行事への参加、地域
のイベント等で税の啓発用品を配布するな
ど、税の啓発に資する広報活動を積極的に展
開する。

　２．納税意識高揚事業
　次代を担う児童に、税を正しく理解しても
らうことを目的に、管内の小学６年生を対象
に、「税に関する絵はがきコンクール」を開
催し、表彰・展示を行う。
　また、管内の小・中学校を対象に、「税に
関する作文・習字」を募集し、表彰する。

　３．税制提言事業
　地域経済の担い手である中小企業の活性化
に資する税制をはじめ、税のオピニオンリー
ダーとしてわが国の将来を展望した建設的な
提言に努める。

　４．地域企業発展事業
　地域企業と社会の健全な発展に貢献するこ
とを目的に、税制・政治・経済・経営・文化
等に関する講演会や各種セミナー、研修会を
開催する。

　５．地域社会貢献事業
　地域社会の改善・支援に資することを目的
として、障害者等を支援する団体に対して団
体が必要としている物品を寄贈する。

　共益関係
　１．会員交流事業

⑴　会員の交流の輪を広げるとともに、会員
間の情報交換や交流会等の親睦事業を行う
などして異業種交流を図る。また、会員に
限定した研修会・セミナー等の開催、優良
図書の斡旋等を行う。

⑵　支部による地域に密着した活動を充実さ
せるとともに、青年・女性部会活動の充実
強化を図る。

　２．福利厚生事業
　会員企業の保険に対する意識の変化をはじ
めとして、法人会の福利厚生制度を取り巻く
環境は、一段と厳しさを増している。このよ
うな状況のもと、取扱三社との連携を一層強
化しつつ、福利厚生制度の円滑な運営と財政
基盤の安定化のため、経営者大型総合保障制
度、ビジネスガード、がん・医療保険制度の
推進を中心とした活動を展開する。

　３．会員増強事業
　組織基盤の充実強化策として、９月から12
月を「会員増強月間」とし、積極的な会員増
強を図る。
⑴　関係官庁、税理士会、金融機関、提携保

険各社及び友誼団体との連携による推進。
⑵　支部毎の役員による率先した参画や指導

のもと、新規加入の推進を行うとともに、
退会防止策を講じる等、より効果的な対応
策を展開する。

令和６年度事業計画書
自　令和６年４月１日
至　令和７年３月31日
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役 員 名 簿　(担当役職名)
（任期：令和５年６月１日～令和７年通常総会終了時）

� （敬称略、順不同）
役員名 担当役職名 氏　名 法　　人　　名 選　任 支部名

1 理 　事 会   長 三宅　康文 三宅建設（株） 重　任 西　城

2 同 副会長（広報・組織総括） 後藤　茂行 （株）後藤商店 同 東　城

3 同 副会長（税制・研修総括） 山根　英徳 備北交通（株） 同 庄　原

4 同 副会長（総務・厚生総括） 伊藤　郁夫 西城運輸砕石（株） 同 西　城

5 同 専務理事 定丸　義輝 （公社）庄原法人会 同 庄　原

6 同 常任理事（総務委員長） 倉田　洋二 （有）山谷建築事務所 同 庄　原

7 同 常任理事（税制委員長） 小林　明宗 広島みどり信用金庫 同 庄　原

8 同 常任理事（研修委員長） 西田　　学 （株）西田商店 同 庄　原

9 同 常任理事（広報委員長） 塩本　誠二 シンセイア－ト（株） 同 庄　原

10 同 常任理事（組織委員長） 和田　隆裕 庄原農業協同組合 同 庄　原

11 同 常任理事（厚生委員長） 奥井　智裕 （株）グリーンウインズさとやま 同 庄　原

12 同 理　　事（総務副委員長） 福田　昌宏 長岡商事（株） 新　任 庄　原

13 同 理　　事（税制副委員長） 糸谷　康孝 長岡鉄工建設（株） 重　任 庄　原

14 同 理　　事（研修副委員長） 桂藤　成二 （株）チュ－ゲイ 同 庄　原

15 同 理　　事（厚生副委員長） 小林　　護 小林建設（株） 新　任 庄　原

16 同 理　　事（組織副委員長） 池岡　憲司 広島ガス住設（株） 重　任 東　城

17 同 理　　事（広報副委員長） 根波　裕治 （株）緑の村 同 北　部

18 同 理　　事（組織委員） 山根　京司 田総川漁業協同組合 同 南　部

19 同 理　　事（研修委員） 細川　裕司 （株）細川青果 同 庄　原

20 同 理　　事（税制委員） 加島　俊次 （株）加島建設 同 北　部

21 同 理　　事（組織委員） 名越　圭佑 （株）トーエイ 新　任 東　城

22 同 理　　事（組織委員） 田原　守人 中国住建（株） 同 東　城

23 同 理　　事（総務委員） 今岡　哲也 （有）今岡工務店 同 庄　原

24 同 理　　事（組織委員） 村上　修一 （有）三誠金属工作所 同 庄　原

25 同 理　　事（組織委員） 青木　明美 税理士法人アイＴＡＸ 同 庄　原

（25名）

26 監  事 監　　事 板本　安功 （有）板本建材 重　任 西　城

27 同 監　　事 松田　尚人 新興運輸（株） 同 庄　原

（２名）

28 顧  問 顧　　問 青木　照和 税理士法人アイＴＡＸ 重　任 庄　原

29 同 顧　　問 矢吹　昭善 新興運輸（株） 同 庄　原

（２名）
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公益社団法人庄原法人会 青年部会　会員名簿 （敬称略、順不同）

公益社団法人庄原法人会 女性部会　会員名簿 （敬称略、順不同）

 令和５年４月～令和７年３月

 令和５年４月～令和７年３月

役　　職 氏　名 法　人　名
1 内 田 絢 子 （有）荒木商会
2 奥　田　　　礼 （株）グリーンウインズさとやま
3 研修・事業委員長 片　岡　朋　也 （有）カタオカ装工
4 副部会長 久 保 崇 俊 （有）庄栄産業
5 研修・事業副委員長 近 藤 重 喜 ケイワイ設備（有）
6 小　林　　　護 小林建設（株）
7 顧問 武 田 和 仁 （株）たけだ
8 足 利 知 洋 備北交通（株）
9 副部会長 藤 谷 健 司 （株）ふじハートサービス
10 舛 元 幸 起 舛元木工（株）
11 三 宅 弘 人 三宅建設（株）
12 部会長 村 上 修 一 （有）三誠金属工作所
13 森 島 知 宏 庄原通運（株）
14 塩 本 一 平 シンセイアート（株）
15 合 田 直 哉 （株）ゴウダ
16 西 田 輝 之 西田産業（株）
17 伊 藤 裕 樹 西城運輸砕石（株）
18 吉 本 尚 弘 （有）吉本建具店
19 飯 田 一 生 飯田一生司法書士事務所
20 松 森 亮 介 ホクビ建設（株）　　6.6新規会員

通番 氏　　名 法　人　名 役　員　名
1 青 木 明 美 税理士法人アイＴＡＸ 理事・部会長
2 岡 辺 敬 子 岡辺被服（株） 理事・副部会長 総務委員総括
3 糸　谷　百合子 長岡鉄工建設（株） 理事・副部会長 事業委員総括
4 赤　木　ひろみ （有）アップルグループ 理　　事 総務委員長
5 松 森 悦 子 ホクビ建設（株） 理　　事 事業委員長
6 伊 藤 宣 子 （有）マドモアゼル・ユキ 理　　事 総務副委員長
7 吉　本　トキコ （有）吉本建具店 理　　事 事業副委員長
8 毛 利 幸 子 医）毛利内科胃腸科医院 理　　事 総務委員
9 加 藤 純 可 西城石油（有） 理　　事 総務委員
10 大 谷 朱 美 （有）大谷建具製作所 理　　事 事業委員
11 神 田 和 美 広島みどり信用金庫 理　　事 事業委員
12 熊　本　さゆり （有）クマモト 理　　事 事業委員
13 小 林 律 子 小林建設（株）
14 西 田 悦 子 鮮コーポレーション（株）
15 塩　本　千恵子 シンセイアート㈱
16 谷 川 道 子 Ｔａｎｉｋａｗａ（有）
17 伊 藤 朱 実 （有）比婆山石油
18 片　岡　佐和子 医）社団 片岡歯科医院
19 立 花 有 佐 （株）立花進物堂
20 松　森　由衣子 ホクビ建設（株） 6.4 新規会員
21 西　田　　　望 西田産業（株） 6.4 新規会員
22 中　元　まゆみ （有）中元精肉店 6.4 新規会員
101 矢 吹 昭 善 新興運輸（株） 相 談 役
102 小 林 秀 矩 小林建設（株） 名誉顧問
103 青 木 照 和 税理士法人アイＴＡＸ 顧　　問
104 定 丸 義 輝 （公社）庄原法人会 専務理事
105 小　玉　由美子 大同生命保険（株）広島支社 オブザーバー
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☆公益社団法人庄原法人会
　退任役員感謝状
　（授与）
常務理事　和　田　隆　裕 氏
　　　　　　［ひろしま農業協同組合］

受賞おめでとうございます

☆公益社団法人庄原法人会
　会員増強推進功労者表彰
　（表彰状）
女性部会・
オブザーバー　小　玉　由美子 氏
　　　　　　　［大同生命保険㈱］

和田氏　　　　　三宅会長　　　　小玉氏　　
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ご　挨　拶ご　挨　拶

公益社団法人

庄原法人会

　会長　三  宅  康  文

　８月７日は「立秋」で、暦の上では秋の始
まりです。しかし８月18日現在、福岡県の
大宰府と兵庫県の淡路市では31日連続、猛
暑日となり国内のこれまでの最長記録（岡山
県高梁市の24日）を更新中です。昼夜を問
わず熱中症対策が必要な日は、９月に入る頃
にかけて続き、９月７日の白露「夜中に大気
が冷え、草花や木に朝霧が宿り始める」の頃
になると、やっと状況は変わり朝夕はしのぎ
やすい日が増えてきそうです。皆様も健康管
理に十分注意をして頂くようお願いします。
　会員の皆様には、平素より当法人会に対し
まして格別のご理解・ご協力を賜り厚く御礼
申し上げます。
　さて、令和５年度は、コロナによる影響が
収束に向かう中、物価上昇などで会員を取り
巻く環境は依然厳しい状況でしたが、法人会
の会議運営や事業運営は、徐々に予定してい
た会議や事業が実施できる状況となり、第
18回法人会全国女性フォーラムも、広島市
において1700人の参加者により盛大に開催
されました。
　庄原法人会の事業活動においては「公益性」
を意識し、税知識普及事業として税制・税務
研修会や、青年部会による市内全ての小学校
における租税教室の開催、年２回の「法人会
報」の発行等を実施しました。
　納税意識高揚事業としては、女性部会によ

る税に関する絵はがきコンクールの募集活動
を市内15小学校で行い258点の出品がありま
した。審査の結果優秀作品を庄原ジョイフル
店内において展示し、「税に関する絵はがき・
作文・習字」の表彰式を納税貯蓄組合連合会・
庄原法人会・庄原間税会の３団体主催で開催
しました。
　また、全法連全国大会で決議された「令和
６年度税制改正に関する提言」を昨年末に庄
原市長・庄原市議会議長に持参し、提言活動
を行う等、地域の実情に合った活動を地道に
展開することができました。
　令和６年度も、法人会の原点である「税」
に関する活動に軸足を置きながら、組織・財
政基盤を強化・維持するため、会員増強や福
利厚生制度に取り組むとともに、「税のオピ
ニオンリーダーたる経営者の団体である」と
の理念の下、市内の各種団体や企業さらには
住民の皆様との関係を深めながら、納税意識
の向上と社会の健全な発展に貢献できる活動
に努めたいと思います。
　終わりになりましたが、本年度も公益社団
法人庄原法人会に対し、税務ご当局をはじめ、
皆様の今後とも一層のご支援・ご協力をお願
いすると共に、会員の皆様のご健勝ご活躍を
祈念しご挨拶といたします。
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ご　挨　拶ご　挨　拶

庄原税務署

　署長　今  村  久  子

　昨年７月の定期人事異動で、庄原税務署長
を拝命し２年目となりました今村でございます。
　庄原市の隣の三次市出身です。
　前年同様よろしくお願い申し上げます。
　公益社団法人庄原法人会の皆様方には、平
素から税務行政に対しまして、格別のご理解と
ご協力を賜っており心からお礼を申し上げます。
　貴法人会におかれましては、平成25年の公
益社団化以前から長年にわたり「よき経営者を
めざす者の団体」として、税知識の普及と納税
意識の高揚を図るための広報活動や啓発活動
に取り組まれるなど、納税道義の高揚と企業及
び社会の健全な発展に貢献しておられます。
　とりわけ、次世代を担う子供たちに対する租
税教育活動は大変重要であると考えているとこ
ろですが、税知識の普及に大きく寄与する「租
税教室」への講師派遣や「絵はがきコンクール」
などにも積極的に取り組んでおられます。
　これもひとえに三宅会長をはじめ、歴代の役
員の方々による長年のご尽力と、会員の皆様方
のご協力の賜物であり、心から敬意を表する次
第でございます。
　さて、税務行政を取り巻く環境は著しく、か
つ、急速に変化しており、昨年公表された「税
務行政のデジタル・トランスフォーメーション－
税務行政の将来像2023－」では、「納税者の
利便性の向上」と「課税・徴収の効率化・高度
化等」に、新たに「事業者のデジタル化促進」
を加えた３つの柱に沿って税務行政のデジタル・
トランスフォーメーション（ＤＸ）を進めていくこ
ととなりました。新たに取り組みの柱に加えた、

「事業者のデジタル化促進」においては、日常
の取引等から税務手続（申請・申告・納付）ま
でが、デジタルで継ぎ目なく完結することを目指

し、更には、税務を起点とした社会全体のＤＸ
を推進することとしております。
　このように、「納税者の自発的な納税義務の
履行を適正かつ円滑に実現する」という使命を
引き続き果たすため、ＤＸや業務改革（ＢＰＲ）
を国税組織として取り組む必要があり、その一
端として努力していく所存です。
　なお、取り組みには、会員の皆様方の更なる
ご理解とご協力が必要であり、利用者のデバイ
スに応じて最適なレイアウトの表示が可能なマ
ルチデバイス対応となるスマホや自宅のパソコ
ンを利用したｅ－Ｔａｘによる電子申告、ダイレ
クト納付等のキャッシュレス納付、国税庁ホー
ムページのチャットボットや電話による税務相談
など、非対面による各種申告、納税、相談等
を積極的に推進しておりますので、ご利用をお
願いいたします。
　また、令和６年分所得税の定額減税が実施
され令和６年６月１日以後最初に支払う給与等
につき源泉徴収を行う際から定額減税が開始さ
れております。
　これまで貴法人会の皆様には、説明会の開
催や会報誌等を通じた各種周知広報に御協力
いただいているところであり、厚くお礼申し上げ
ます。
　当局におきましては、幅広い事業者に対する
制度への周知を広げる取組のほか、登録する
か否かを検討している事業者に対する寄り添っ
た対応を充実させてまいりますので、引き続き、
制度定着に向けた周知広報等に御協力を賜り
ますようお願いいたします。
　終わりに当たり、貴法人会の益々のご発展と、
会員の皆様方のご健勝とご繁栄を祈念いたしま
してご挨拶とさせていただきます。
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庄原税務署　人事異動

年末調整説明会の開催について

庄原税務署からのお知らせ

庄原自治振興センター　多目的ホール
令和６年11月８日（金）

庄原市役所東城支所　３Ｆ会議室
令和６年11月19日（火）

１部＝10：00～11：30

２部＝13：30～15：00
１部＝13：30～15：00

説明会内容

「年末調整における定額減税事務」について 　　
講　師　庄原税務署 担当官

　　　　　　　　　（職　名）　　　　 　　（氏　名）　　  　　　　　　（前任地） 

 総　務　課　長 本　庄　正　信 津山署　法人１統括官

 総　　務　　課 河　田　野々花 岡山東署　個人

 上席徴収官（管） 皿　田　浩　二 庄原署　上席調査官（個）

 統括国税調査官 川　本　真　也 吉田署　上席調査官（個）

 上席調査官（個） 諏　訪　典　子 業務センター広島西　管理官

 調  査  官  （個） 山　口　拓　海 庄原署　総務課

 調  査  官  （個） 大　田　裕　紀 岡山西署　調査官（個）

 調  査  官  （法） 窪　田　志　野 松江署　調査官（法）

新　任

　　　　　　　　　（職　名）　　　　 　　（氏　名）　　  　　　　　　（異動先） 

 総　務　課　長 中　村　祐　介 局法人　課長補佐

 総　　務　　課 山　口　拓　海 庄原署　調査官(所)

 上席徴収官（管） 川　島　茂　樹 業務センター出雲　主任管理官

 統括国税調査官 木　村　　　潤 益田署　個人統括官（所産）

 上席調査官（個） 皿　田　浩　二 庄原署　上席徴収官（管）

 調  査  官  （個） 森　下　優　也 局会計　予算主任

 調  査  官  （法） 佐々木　麻祐子 局消費　消費実査官

 上席徴収官（管） 横　谷　長　吉 退職

転　任
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令和６年度前期の主な事業活動

令和６年前期（1～8月）の主な事業活動状況

○公益・税知識普及事業「租税教室」

村上部会長 久保副部会長

足利部会員藤谷副部会長

武田部会員 奥田部会員

青年部会コーナー
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